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おめでとう！２２年ぶりの県大会優勝！
船迫小学校４４年の歴史に新たに刻まれる！！

大槻奈々海さん第３９回全国小学生陸上競技大会宮城県代表として出場決める！！

６月２５日に宮城野原公園総合運動場弘進ゴムアスリートパー
ク仙台(仙台市陸上競技場)にて、第３９回全国小学生陸上競技交
流大会宮城県大会が開催されました。その大会は、県内各地での
ブロック選考大会で出場権を得た実力者の集う大会です。この大
会で、女子コンバインドＡ(走高跳・８０ｍハードル)に出場した
大槻奈々海さん(６年)が１９７０点の大会新記録で優勝し、９月
１７・１８日に横浜市日産スタジアムにて行われる日清食品カッ
プ第３９回全国小学生陸上交流大会への出場権を獲得しました。
船迫小学校では、県大会で優勝し全国大会に出場するのは、実に
２２年振りです。まさに新しい船迫小学校の歴史を刻むこととなります。実は、優勝を争った選手との戦
いはブロック選考会に遡ります。５月１３日に仙南の複数の地区が集まってブロック選考会が開かれまし

た。大槻さんと優勝を争った選手は、別地区
ですが同じブロック大会へ出場していました。
互いに地区優勝を果たしたのですが、ブロッ
ク選考会全体の中では，２３点離されての第
２位の記録でした。リベンジを誓っての今大
会への出場となりました。一種目目の走高跳
では、
互いに
駆け引
きを繰
り広げ
一時は

優位に立ったものの、結果６㎝、６９点の差をつけられ
ての２位でした。勝負は後半の８０ｍハードルへ。優勝
を争った選手とは同じ組で一緒に走ります。６９点の差
を逆転するには、０．３５秒の差をつけて勝たなければ

なりません。しかも相手は足も速い。
「ＯＮ ＹＯＵＲ ＭＡＲＫＳ！」
「ＳＥＴ！」
・・・
「ＧＯＡＬ！」
速報表示「１３秒９４」

これまでの練習の成果を出し尽くした瞬間でした。見
事なハードリング。リズムよい走り。ハードルで０．
３５秒の差をつけての力走！合計得点１９７０点。２
位に１点の差を付けての逆転勝利。１点の差というと
点２００分の１秒の差です。大槻さんは既に次の大会
に向けて、動き始めています。全国大会に向け、さら
に力を付けてほしいです。
夢にむかって！ 船迫小！

「県大会を終えて」
６年２組 大槻奈々海

私の県大会での目標は、優勝して全国大会へ行
く事でした。そのために、周りの方の協力と日々
の努力で万全な状態で大会に挑むことができまし
た。本番の走高跳では自己ベストを更新する事が
できましたが、ライバルの子に６９点負けていま
した。この点数差を追い上げることは難しい事で
した。しかし、ハードルでも自己ベストを更新す
る事ができ、総合得点で一点差で一位を取ること
ができました。高い目標を持ち、真剣に陸上に向
き合うことができたのはライバルがいてくれたか
らだと私は思います。そして校長先生、船迫のみ
んな、家族などの沢山の人に感謝の気持ちでいっ
ぱいです。９月の全国大会に向けて、走れる環境
への感謝を忘れずに目標とするベスト８を目指し
て頑張ります。(児童作文)



おめでとう！県大会入賞！ 選手は皆頑張り、自己ベストやチームベストをたくさ

ん出すことができました。「努力はうそをつかない」

入賞者一覧 を証明しました。陸上に限らず未来の自分に生かして

女子コンバインドＡ ほしいです。選手一人一人の頑張りは船迫の誇りです。

優 勝 大槻奈々海さん(６年) １９７０点

(大会新記録・全国大会出場)
第６位 西島 芽吹さん(６年) １３５７点

男子コンバインドＡ

第３位 藤川 皐生さん(６年) １６８５点

第５位 堀内 竜之介さん(５年) １５７７点

第６位 阿部 竜弥さん(５年) １５１９点

「県大会を終えて！」
５年２組 堀内竜之介

僕は、県大会で嬉しかったことがあります。そ
れは、コンバインドＡで、県５位になって、ライ
バルに勝ったことです。僕は、地区大会で、今ま
では勝っていた僕と同じ学年の人に、負けてしま
いました。負けた理由は、僕がミスを起こしたか
らです。なので、今度の県大会では同じミスをく
り返さないように、朝早くに登校し、練習を重ね
ました。その結果、ライバルに勝ち、県５位にな
れました。全国大会には出られなかったですがう
れしかったです。全国大会には、今年度出場する
ことができないので、来年出場できるようにがん
ばりたいと思います。 (児童作文)


